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 国立大学法人鹿児島大学は、次世代を担う日本と米国の若者のために、そして日本とアメリカの新しい関係を考

え行動することを目的として「第6回日米未来フォーラム」を開催いたします。 今年は「The Youngest Last 

Samurai」をテーマに、日本の５大学から５１名の学生が参加します。 

 1858年日米修好通商条約が締結され、1860年のポーハタン号と咸臨丸による遣米以降、日米間の友好的な交流が

始まりますが、米国では南北戦争(1861-1865年)が起こり、日本では明治維新、戊辰戦争、西南戦争（1877年)が起

こります。 

 日本の近代化が始まった明治初期に、夢を持って米国へ渡り、苦学をして歯科医師になり、日本の歯科医学教育

と歯科医療の向上に貢献した高山紀齋（たかやま きさい）、片山敦彦（かたやま あつひこ）、一井正典（いちの

い まさつね）と、その若者達を指導育成した米国人歯科医Dr.Daniel Van Denburghにスポットを当て開催する予

定です。本年2011年10月はDr.Van Denburghの没後100周年で、2012年6月は一井正典の生誕150周年の年でもありま

す。 

 
■ 開催日時： ９月２３日（金）14:00～20:00 
■ 会場： San Jose State University   WSQ109 (Washington Square Hall 109) 
         http://www.sjsu.edu/about_sjsu/visiting/campus_maps/ 
■ プログラム （英語にて執り行います） 

－受付開始： 14：00 
－Part 1（14:30－14:50） 総合司会 橋本千香（鹿児島大学北米教育研究センター 特任教授） 
 開会の辞   前田芳實 （鹿児島大学 研究担当理事） 

     歓迎の辞      Mohammad Qayoumi（サンノゼ州立大学長） 
  来賓祝辞   猪俣弘司（在サンフランシスコ日本国総領事） 
        竹田誠之（日本学術振興会サンフランシスコ研究連絡センター長） 

 
－Part 2（14:50－16:10）海外研修報告、及びグローバルな問題に関する学生発表 
    
    鹿児島大学、東京工業大学、青山学院大学、福岡工業大学、サンノゼ州立大学の学生による発表 
 
－Part 3（16:10－17:10）レセプション（軽食、飲み物付） 

 
－Part４（17:20－19:00）基調講演 
基調講演 l：「日本の歯科医学の発展に尽くした若き侍と米国人歯科医」東京歯科大学理事長 金子譲 
基調講演 ll：「太平洋を渡ったカリフォルニアと日本の樹木・草花」鹿児島大学 農学部教授 米田健 

  基調講演 lll：「西南戦争と南北戦争から這い上がった若者達」 志学館大学 教授 原口泉 
 

－Part５（19:00－20:00）パネルディスカッション ―― The Youngest Last Samurai ―― 
 モデレーター：井手祐二（鹿児島大学北米教育研究センター長・特任教授） 
  パネリスト  ：猪俣弘司（在サンフランシスコ日本国総領事） 

                   Dominique van Hooff（サンノゼ州立大学） 
          Yasue Kodama Yanai（サンノゼ州立大学） 
                   金子譲（東京歯科大学理事長） 

            原口泉（志学館大学 人間関係学部教授、鹿児島大学 名誉教授） 
           米田健（鹿児島大学 農学部教授） 
 閉会の辞    

■ 主催：国立大学法人 鹿児島大学      共催：サンノゼ州立大学 

■ 参加大学：鹿児島大学、東京歯科大学、東京工業大学、青山学院大学、福岡工業大学、サンノゼ州立大学 

■ 後援：在サンフランシスコ日本国総領事館、日本学術振興会 

JUNBA (サンフランシスコ・ベイエリア大学間連携ネットワーク) 
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